
 

 

 
 
 

「共感」について 

          作新学院大学人間文化学部 教授 渡邊 弘 
 
 

 「共感」という言葉は、教育において用いられる主要な用語の一つであ

る。辞書的には、他人の考えや主張に全くそうだと感ずること、またその

気持ちや他者の喜びと苦悩を共に感じる能力などということになる。ただ、

私がこの言葉に最近あらためて関心を寄せているのは、多少異なった視点

である。それは、「共感」とは、その根本に〈悲しみ〉を伴っているので

はないかということである。つまり、生きているものにとって避けること

ができない〈死〉を、他者と自己との関係性の中で共に自覚し、互いにそ

れを慈しみ受容し合うことを基本としているという意味である。ちなみに、

「慈悲」という仏語も、あるいは「共感」と限りなく近いのかもしれない。

これに関連して、宮澤賢治の作品に『なめとこ山の熊』というものがある。

これは、なめとこ山の猟師淵沢小十郎と熊が、「食う→食われる」という

一方的な関係ではなく、互いに「食われる側」に身を置き、また互いのや

むを得なさを認め合うという話である。「食われる側」

に身を置くとは、〈生〉の背後にある〈死〉を認識し、

それに寄り添うということである。こうした宮澤賢治

の作品などにも、教育の本質について考える手がかり

が大いに含まれているように思う。ぜひ、秋冬の夜長

に賢治の作品を読んでみてはいかがだろうか。   
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・「共感」について 
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～本学図書館にある珠玉の 1冊を紹介します～ 

 

「妖怪図譜」 別冊太陽 721/Yo 

 何かと妖怪が取り沙汰されるこの頃です。 

そもそも日本の絵画史において妖怪というジャンルが展開するのは、江

戸時代の浮世絵が始まりだと言われています。 

 本書では美人画で知られる喜多川歌麿が描いたろくろ首や一つ目に始

まり、ぬっぺらぼう、蛇女、さらには、なごみ系化け猫やら腹の虫まで、

ありとあらゆる妖怪を紹介しています。その姿はおどろおどろしくもあり、

滑稽でもあり、とても心惹かれるものです。ふと本から顔を上げ部屋のす

みに目を凝らせば、そこには何かがひそんでいるような気持ちになるでし

ょう。 

 闇の世界を跋扈してきた妖怪たち。江戸時代から続くバトンは、現代の

「鬼太郎」や「ジバニャン」、「ヒキコウモリ」に引き継がれたのでしょう。 

宮澤賢治について少し 
1896 年に岩手県で生まれた宮澤賢治は、花巻の農学校で教鞭

をとりながら詩や童話を創作しました。賢治の作品の中では人

間と動物や植物、人間と星や風や太陽などの万物が自由に心を

交わします。その独特な世界は多くの人の心を捉え、今なお読

み継がれ、研究されています。「雨ニモマケズ」や妹トシの死を

詠った「永訣の朝」などは読んだことがありますか？ 

本学図書館にはそのほかにも賢治の著作をたくさん揃えてい

ます。どうぞ手に取ってみてください。 

 

 

 



 

「木に学べ」 

地域協働広報センター 渡辺 香織 

学生、なかでも就職を迎える学生や、就活に励む方々におすすめしたい

一冊があります。 

『木に学べ ～法隆寺・薬師寺の美～』（小学館文庫）。かつて国の役人

から「法隆寺の鬼」と畏れられ、築 1300 年の法隆寺金堂の大修理、薬師

寺金堂や西塔などの復元を果たした、宮大工棟梁、西岡常一（1908～1995）

の口伝です。 

棟梁の役目は、生育環境によって生じた木のクセを見抜いて、それを適

材適所に使うことであり、「木を組むには人の心を組む」ことが大切であ

るといいます。建築はチームワーク。「職人が 50 人おったら 50 人が、わ

たしと同じ気持ちになってもらわんと建物はできません」。  

本書は企業のリーダー研修の教材等に使用されることもあるようです。

伝統と技術を継承し、自ら額に汗して職人の心を一つに束ね、多くの歴史

的建造物を造り上げた西岡棟梁の言葉には、あらゆる仕事に通じる教えが

満ちています。 
 

木に学べ ～法隆寺・薬師寺の美～ 526.1/Ni 
 

 

季を愛でる 
「後の十三夜月」 図書課長 野中千秋 

月に関して何度も書くが、今年は 3度目の名月がある。十三夜月は旧暦

の 9 月 13 日に見られる月のことだが、稀に閏
うるう

9 月が存在することがある

（9 月が 2 か月続く）。このような場合、「後の十三夜月」とよんで、3 度

目の名月となる。171年ぶりだそうだ。前回は、江戸時代（1848年）で皆

さんが良く知っている黒船来航（1858 年）の 10年前だ。 

十三夜まつはるものを愛しめり  千秋 

King KAZU の本いただきました 



 

 

米国議会と大統領選挙 

藤本一美 著 314.5/Fu より 

 米国大統領となる資格は「出生による米国市民」で年齢が( ① )歳以上である

ことが要求され、また「14年間米国の住民でないもの」は( ② )に選出される資

格がないとされている。したがって、米国に新たに移住して( ③ )を得た者は大

統領になれないということになる。 

図書館にある資料から出題します。答えはカウンターにある解答用紙に記入し

てください。全問正解で１ポイントです。今年度中に 5ポイント集めた方には、

記念品を贈呈します。 

 

 

 
 

図書館開館カレンダー12 月 

9：00～17：00 

 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

9：00～18：00 

9：00～15：00 

 休館日 
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